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一一高知県工業技術センター研究報告 No.31. 2000一一

地域資源の高度利用に関する萌究(第 1報)

機能性(抗アレルギー性、抗変異原性、脂質代謝改善)を有する資源の検索

菅野信男* 森山洋憲 杉本篤史 上東治彦 山崎裕三 久武睦夫

Studies on High Utilizαtion of RegionαlNαtural Resources (Pαrt 1) 

Reference of Nαturαl Resources hαving Fiαnctionαlity 

(A nti-A llergic Activity， A ntimutαgenicity， Inhibitory Effect on Lipαse A ctivity) 

Nohuo SUGANO Hironori MORIYAMA Atsushi SUGIMOTO 

Haruhiko UEHIGASHI Yuzo YAMAZAKI Mutsuo HISATAKE 

高知県の農林水産資源の食品108点、バイオマス19点、計127点の試料の機能性のうち、ヒアルロニダー

ゼ陸害活性、抗変異原性、リバーゼ祖害活性について、 In-Vitroの方法で調べた。各試料の闇害率(抗変

異原性率)を測定し、それより毘害率(抗変異原性率)50%を示すときの皮応液中の濃度を求め、試料の

活性の強さを比較した。活性が強いと推定される試料がヒアルロニダーゼ阻害(抗アレルギー性)で、 12

点、抗変異原性(発ガン予妨)で43点、リバーゼ阻害活性(肥満、糖尿病の予防)では54点あった。

1. まえがき

高齢化する社会の中でますます増加する生活習慣

病、医療費の負担増は社会問題になり、対策として代

替罷療即ち日常の食生活を通じて健康維持を図ること

が大切な要件となっている。そのため人は機能性を持

った食品への関心が高く、生理的機能性を持つ食品素

材の開発が望まれている。

高知県は農林水産資源が豊富で、あり、その資源の高

度利用を図ることは産業の振興上重要な課題である O

そこで、それらの資源につき、1.抗酸化性、 2.血

圧上昇抑制、 3.抗変異原性、 4.抗アレルギー性、

5.脂質代謝改善、 6.血糖値上昇抑制、 7.抗蕗性、

8.抗う蝕性等の機能性を調べ、食品素材等に有効活

用を図るための研究を行っている。

今報告では、これらの機能性のうち抗アレルギー性、

抗変異原性、脂質代謝改善について、高知県の特産物

である農林資源問点、水産資源7点、林産資源6点、

バイオマス関連資料19点、計127点の試料につき検討

した結果を報告する。

これらの機能性を有する食品等に関して、抗アレル

技術第2部

*高知県工業技術センター特別研究員

ギー性については、緑茶1-3)、シソ4-5)、甜茶6)、コ

ンフリー及びタイム7)、リンコ唱-9)の抽出物がアレル

ギー反応、を抑制することが報告されている。抗変異原

性では、発ガン抑制作用を検討するための手段として

抗変異原性試験を野菜10-16)、キノコ 16)、果実1])及

び様々な植物17)について行い、キャベツ、ブロッコ

リー、ゴボウ、ナス、ショウガ、ナラタケ、リンゴ、

緑茶等が強い抗変異原性を有していることが、また、

脂質代謝改善では、脂肪分解酵素、リバーゼの活性を

阻害し、摂取した脂肪分の体内への吸収を減らすこと

を自的に、リバーゼ臨害物質の検索が行われ17-2])、

薬草のカワラケツメイから盟書物質を単離したことが

報告されている21)。

2.実験方法

2. 1.試料

農産物食品95点(野菜類47点、果樹類38点、茶類8

点、山菜類 1点、その他 1点)、林産物食品 7点(キ

ノコ類6点，木の実 l点)、水藻物食品6点(海草I点、

JI!海苔 5点)、バイオマス19点(農産物 4点、林産物

13点、水産物 2点)計127点の試料、詳細を表1に示す。
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む3
N 

1.食品 108点

類別 名

果菜類 ナ ス

キュウリ

トマト

ピーマン

シシトウ

オクラ

メロン

スイカ

イチゴ

称
長なす

春鈴ナス

米ナス

普通ナス
イシ

小ナス

キュウリ
。
トマト
。
ミニトマト
。
赤

ジャンボ

ピーマン
イシ

呆 実

果 皮

種 子

来 実

果 皮

種 子

名称

桑 茶

一番茶

グァパ茶

玉緑茶

ギTバロン茶

ま李石茶

杜仲茶

マテ茶

区 分 採取月日
ノ、ウス 5月11臼
イシ イシ

雨よけ 7月266

露 地 。
ノ、ウス 12月16日

露 地 7月26日

ハウス 5月11日

露 地 7月26臼

ハウス 5月11日

雨よけ 7月26日
ノ、ウス 5月11日

雨よけ 7月26日
/、ウス 5月11日
'/ ク

銭客 地 7月26日
ノ、ウス 12月14日

露 地 7月26日
ノ、ウス 12月14日

露 地 7月26日
ノ、ウス 5月11臼
。
。

ハウス 。
イシ

。
/、ウス 12月14日

茶 8点
区分 採取月日

6月1日
。
ク

7月26日

'/ 

。
イシ

10月

表 1 試料一覧(1 ) 

農産物 95点

野 菜 47点

主主 地 類 ~Jj 名 称、 区 分

安芸市 葉菜類 春 菊 ノ、 ウ ス

泰野町 ほうれん革 。
i幡 多 フ 。
春野町

南国市 ヤ 7 コネギ ノ、 ウ ス

夜須町 大 葉 ロ7クウール

春野町 '/ 土 耕

佐 )11町

春野町 根菜類 ミョウガ ハウス土耕

土佐市 。 ハウス口 Iノクウーjレ

徳島市 ク 露 地

大豊町 ショウガ 。
安芸市 イシ

。 サツマイモ

越知町 ラッキョウ

土佐市 果 芋

春野町

南関市 豆 類 スジナシインゲン ノ、 ウ ス

i播 多 ア キ .R 。
春野町 穀 類 紫黒米(朝紫) 精 自 米

。 糠

赤米(ぺにロマン) 精 自 米

泰野町 。 糠

玄米粉(熔煎) 市 販 n仁ロ3 

1有国市

産地

中村市

f二i定村
大方町

大川村
イシ

大豊田I
大野見村

南米産

果 樹 38点

採取月日 産 地 名 称、 区分 採取月日 産地

5月116 高知市 ビ ワ 果 実 6月14日 i菊罰市
イシ イシ 果 皮
。 イシ 手漫 十

、、、 カ ン 泉 実 ハウス 5月11日 香 jヒ
5月11日 土佐山悶 身ミ 皮

12月22日 農技セ 。 果 実 露 地 12月14日 土佐山悶
。 イシ 来 皮

笈 果 実 ハウス 5月11日 高知市

5月11日 農技セ 果 皮

ク 。 ヤマモモ 来 実 6月14日 久礼町

7月266 土佐山村 よ長 皮

5月116 ス モ モ 果 実 6月14臼 1菊劉 fli

12月 中 図 来 皮

6月21日 南国市 種 子

6汚14日 古川村 相i 梁 実 6月14日 陶 l護市
10月 果 皮

クF ア ノf 6月14日 大方自]

5月11日 春野町 キャンベル 来 5定 7月26日 南国市
ク 高知市 果 皮

12M 14 6 農技セ デラウェアー 果 3定 7月26EI 南関市
イシ '/ 来 皮
。 。 ギンナン 5月11日 熊本県
。 イシ 新 高 梨 来 5定 10月
イシ 果 皮 イシ

ユ ス 来 実 。
来 皮 ク

袋 。
種 子 。
果 十十 12月2臼 山間試

果汁粕 。 。
文 日 来 5定 10月

果 皮 ク

ポンカン 来 実 12月14臼 須崎市

果 皮 。
紫 出禁 架 来 実 10月

渋皮+外皮 4シ

丹 沢 粟 采 5定 イシ

渋皮十外皮 。



w 
むコ

林産物 7点

類 5JJj 名 称

キノコ ブナシメジ

生 椎 茸

コニ / ギ

マッシュルーム

マ イ タ ケ

乾燥椎茸

木 椎 。コ 実

2.バイオマス 19点

農産物 4点

名 称 採取丹日

吟醸酒粕 4月14臼

普通溜粕 イシ

醤 t由 中自 10月

fi直 わ ら 。

採取月日 産地 類 別

5月11日 佐賀県 j毎 草

。 大豊村

イシ 新潟県 川 i毎蕎
。 高知市

。 新潟県

。

7月26臼 大JlI村

産 地 類 5J1j 

高 生日 l票 オガ屑

。
ク f事? 皮

イシ

葉

霊祭 1 試料…覧 (2 ) 

水産物 6点

名 称、 採取月日 産地

夫 主主 6月3日 室戸市

脊 i毎 苔 10月 f二i定JlI

イ少 四万トJlI
。 佐 賀

イ〉 中 国

。， 韓 関

林産物 13点 水産物 2点

名 称、 採取月日 産地 名 称、 採取月日 産 地

杉 6月 l日 高知県 魚粉ミール 6月5日 土佐清水市

f会 6月17日 イシ 瀦鉾残 I宰 6月7日 須 出奇 市

天 扶 槍 10月 ペシ

檎 イシ 。

天 扶 杉 ク イシ

宇多 。 。
ケ ヤ キ 。 。

'/ 
カ、、

イシ 。
才長 イシ イジ

松 。 。
有足 イ少 。

イチョウ(緑) イシ 。
イシ (黄) 11月16日 山間試



2. 2.試料の諦整

各百式料に対し水及び、80%アルコールによる抽出を行

った。即ち、乾燥試料に対しては試料重量に対し40倍

量の抽出液を加え、ホモジナイザーで粉砕後、 50Cで

2臼問抽出後、 i慮紙ろ過を行い、 i先液を合わせて試料

重量の40倍量に定容した。生試料に対しては、 4倍量

の抽出液で開様に処理し、 41音量に定容した。

試料は凍結保存し、アルコール抽出試料は 50C保存し

た。生試料と乾燥試料の比較においては、乾物換算を

食品成分表(1999、女子栄養大学出版部)により行い

比較した。成分表に掲載されていない試料については

試料を105
0

C、5時間加熱し、水分を測定し換算した。

2. 3. ヒアル口ニダーゼ阻害活性試験

測定法については、掛)11ら22)の方法に準じた。即ち、

試科0.1mlに群素溶液(ヒアルロニダーゼ(TypeN-S 

From Bovine Testes. Sigma製) 8 mgをO.lM酢酸緩

衝液 (pH4.0)2 mlにi容解)を 0.05ml力5え、 37"C，

20分間放霊後、酵素活性化液 (Compound48/80 (sigma 

製) 2 mg、塩化カルシウム・二水和物15mgを酢酸緩

衝液 4ml fこ溶解)を0.1ml加え、さらに37"Cにて20

分間放置。後基質溶液(ヒアルロン酸 (FromRooster 

Comb Potasium Salt， Sigma製) 8 mgを酢酸緩衝液10

mlに溶解)を0.25ml加え、 37"C、40分間反応させ、

0.4NNaO日0.1mlを加え反応を停止した鏡、明酸カリ

ウム溶液 (0.8M棚駿水溶液100mlに水酸化カリウム

2.24 gを加え溶解)を0.1ml加え、沸騰水浴中にて 3

分間加熱、室温まで冷却後、 P ジメチルアミノベン

ズアルデヒドi容液(pージメチルアミノベンズアルデ

ヒド 5gを氷酢駿44ml、10N塩酸 6mlに溶解、本溶

液は使用時、氷酢酸で10倍希釈する)を 3ml加え、

37
0

C、20分開放震後、 585nmにおける吸光茂 (00値)

を測定した。

なお、試料の代わりに、蒸留水を入れたものを対日景

とし、各試料、対照について酵素溶液を入れないもの

(ブランク)についても吸光度を測定して、次式によ

り陸害活性を算出した。各試料開の臨害活性の比較は

悶答率50%を示すときの反応液 1ml中での試料濃度

(rC 50/ mI)で示した。

ヒアルロニダーゼ阻害率(1一 (C… D)/ 

(A B)) X100 

A:対照吸光度(試料の代わりに蒸留水)

B:対照ブランク吸光度

C:試料吸光度 D:試料ブランク吸光度(酵素

の代わりに緩衝液を加えたもの)

34 

なお、試料は、水抽出試料は凍結保存のものを融解

し、そのまま使用し、アルコール抽出試料は、蒸発乾

闘しアルコールを飛ばした後、 10%アルコール溶液で

溶解して使用した。従って、対照は10%アルコール溶

液で、行った。

2. 4.抗変異原性

抗変異原性試験は、 Salllωnellaty仲間uriumTA98株

を用いる Amestest23、24)に準じた。変異原物質には

Trp-ト2を用いたO 小試験管に Trpート2i容液 (0.25

μg/mIDMSO) をO.lml、試料を0.1ml、0.1M燐酸緩

衝液(pH7.0) を0.6ml、S9 Mix (S 9とCofacor1い

ずれもオリエンタル醇母裂を Mixして使用)をO.lml

入れ良く混合し、さらに TA-98培養液(ニュウトリ

エントブロス土音地 (NeutrientBroth (Oifco) 8 g. 

NaCI 5 gを脱イオン水 11に溶解)10 mlに凍結保存

した TA-98窟を 1自金耳接撞し37"C、140寺院振とう

培養した培養液)を0.1ml加え、良く混合し37"C20

分振とう後、45-50
0

Cに保温したトップアガー培地(寒

天0.75g，NaCIO.54g、税イオン水100ml、加圧殺菌

後、ピオチンーとスチジン溶i夜(0ーピオチン30.9mg、

L…ヒスチジン24.6mgを脱イオン水250mlに溶解し

加圧殺菌)を10ml 添加した培地)を 3mlを加え、そ

れを最小グルコース寒天培地に上層し、 37"C、48時間

培養しt:.o増殖したコロニーを計数し、下記の式から

抗変異原性率を算出しt:.o

なお、最小グルコース寒天培地は以下の通り。 50倍

濃度 Vogel-Bonner塩溶液(脱イオン水335ml、

KzHP04 250 g、クヱン酸 1水塩50g， NaHNH，jHP04・

4 H20 88 g、MgS047 HzO 5 g)、40%グルコース水

溶液を予め作成加圧殺菌し冷蔵保存。寒天30g、脱イ

オン水1860mlを加圧殺蓄し50
0

Cに冷却後、 50倍濃度

Vogel-Bonner塩溶液40ml、40%グルコース水溶液100

mlを加え、 30mlずつ10cmシャーレに分注した。

抗変異原率 (l-(C-D)/(A… B)) X 100 

A:試料の代わりに蒸留水(アルコール抽出試料の

場合は OMSO) とTrp-ト2添加したときのコ

ロニー数

B:Aのブランク(試料、 Trp-P-2の代わりに蒸

留水(アルコール抽出試料の場合は OMSO) と

OMSOを加えたときのコロニー数)

C:試料、 Trp“P-2を添加したときのコロニー数

D:Cのブランク(試料と Trp-P-2の代わりに

OMSOを力日えたときのコロニー妻女)

試料問の変異原率の比較は変異原率50%を示すとき



のプレート中の試料濃度(1C50用量 g/プレート)で

示した。

試料は、生試料は 2倍(乾燥試料は 4倍)に濃縮し

たものを0.5ミクロンのミリポアフィルターでろ過し

て使用した。なお、アルコール抽出試料は、蒸発乾閉

した後、ジメチルスルホキシド (DMSO) に溶解した

後、同様に無菌ろ過して使用した。

2. 5. リバーゼ阻害活性試験

測定法は志村ら25)の方法に準じた。即ち、試験管

にトリオレイン (Sigma社製)1 ml、O.lMMcIlvain緩

衝液 (pH7.4)7ml、試料 1ml、豚醇1)パーゼ (Sigma

社製、 TypeII) (0. 71mg/Mcllvain緩衝液) 1 mlを加

え撹祥し、 3TC、 l時間振とう後、エタノール20ml

を加え反応を停止し、生成した脂肪離をO.lNNaO廷

により滴定した。

次式により阻害活性(%)を算出した。

臨害率=(1一(C-D)/ (A-B)) XlOO 

ただし、 A:試料の代わりに試料が水抽出のときは

蒸留水、 80%アルコ…ルのときは80%アルコールを加

えたときの滴定値

B:Aのブランク(酵素溶液の代わりにO.lM

McIlvain緩衝液を加えたときの滴定値)

C:試料添加したときの滴定値

D 試料ブランク(酵素溶液の代わりに

O.lMMcIlvain緩衝液を加えたときの滴定値

各試料開の阻害活性の比較は担害率が50%のときの

反応液 1ml中での試料j濃度 (IC501ml)で示した。

3.実験結果

3. 1. ヒアルロニダーゼ阻害活性

ヒアルロニダーゼはヒアルロン酸の加水分解酵素で

あり I型アレルギー(即時型)に関与するヒスタミン

と同時に肥満緬砲や好塩基球から脱頼粒により遊離す

る。本酵素は炎症に深く関与する酵素であるとされ、

数護の抗アレルギー薬においてヒアルロニダーゼの睦

害と肥満細胞からのヒスタミンの遊離抑制に正の相関

が認められている22)。

各試料の阻害率と IC50(g/ml) を表2に示す。

表2 ヒア)t，.ロニダーゼ阻害活性(1)

類別 名 称
ヒアルロニダーゼ阻害率(%) IC50 (g/m!) 

区分
水抽出 アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

農産物

果菜類 長なす /、ウス 4.50 0.36 0.556(0.033) 6.889 

春鈴ナス イシ 4.90 1.98 0.510(0.031) 1.260 

米ナス 間よけ 21.30 2.45 0.117 (0.007) 1.020 

普通ナス 露地 2.40 1. 75 1.042 1.429 

。 ハウス 0.00 0.00 

小ナス 露地 11.90 4.30 0.210(0.013) 0.581 

キュウリ /、ゥス 8.70 1.25 0.287 (0.011) 2.000 

。 露地 4.30 1.81 0.581 1.379 

トマト ハウス 15.20 11.10 0.164 (0. 008) 0.225 (0. 011) 

。 雨よけ 4.00 1.30 0.625 1.923 

ミニトマト ノ、ゥス 13.40 7.02 0.187(0.009) 0.356 

イシ 雨よけ 1.20 4.61 2.083 0.542 

赤ピーマン ノ、ゥス 9.50 2.77 0.263(0.018) 0.902 

ジャンボピーマン イ少 9.50 10.72 0.263(0.018) 0.233(0.016) 

ピーマン イ〉 0.00 0.00 

イシ 露地 10.50 1.30 0.238(0.017) 1.923 

シシトウ ノ、ゥス 0.00 1.10 2.271 

。 露地 9.30 1. 70 0.294(0.026) 1.471 

オクラ イ〉 16.70 2.35 0.150(0.017) 1.064 

)内数値は乾物量換算値(食品成分表、 1999、女子栄養大学出版より)
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表2 ヒアルロニダーゼ臨害活性(2 ) 

類別 名 称、 区分
ヒアルロニダーゼ限答率(%) 1C5o(g/ml) 

水抽出 アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

メロン(果肉) ハウス 6.80 2.74 0.368 0.911 

。(果皮) 6.70 0.04 0.373 62.000 

4シ (種子) 2.80 33.49 0.893 0.075(0.053) 

スイカ(果肉) ノ、ウス 9.70 3.19 0.258 0.785 

ク (果皮) 9.30 2.47 0.269 1.014 

。(種子) 9.70 0.63 0.258 4.000 

イチゴ ノ、ウス 0.00 0.00 

葉菜類 春菊 イ〉 6.30 4.03 0.397 0.620 

ほうれん草 イ少 4.50 2.01 0.556 1.244 

ーブ イシ 6.90 2.07 0.362 1.208 

ヤッコネギ 。 3.50 3.03 0.714 0.824 

大葉 ロック 2.99 23.50 0.835 0.106(0.011) 

ク 土耕 0.00 19.74 0.127(0.013) 

根菜類 ミョウガ ロック 0.40 0.20 6.250 12.750 

ク 土耕 3.20 0.14 0.781 17.333 

イシ 露地 9.40 1.40 0.266(0.016) 1.786 

ショウガ 。 1.60 1.98 1.563 1.262 

。 (中国産) 0.00 0.00 

ラッキョウ 3.60 1. 70 0.694 1.471 

豆類 スジナシインゲテン ハウス 6.80 0.46 0.368 5.444 

アキ立 。 4.00 2.41 0.625 1.039 

穀類 サツマイモ 4.20 3.24 0.595 0.722 

里芋 0.11 0.27 23.200 9.240 

紫黒米(精米) 0.00 0.23 1.100 

ィシ (糠) 0.00 7.01 0.036(0.031) 

赤米(精白米) 0.00 0.32 0.781 

(糠) 1. 52 7.74 0.164 0.032(0.028) 

玄米粉(熔煎) 2.28 0.00 0.110 

来実類 ピワ(果肉) 1.10 10.30 2.273 0.243(0.026) 

ク(果皮) 6.00 0.70 0.417 3.571 

ク(種子) 1.60 56.50 0.781 0.044 (0. 031) 

ミカン(果肉) ノ、ウス 12.70 6.80 0.197(0.026) 0.368 

。(果皮) ク 1. 60 5.25 1.563 0.476 

イシ (果肉) 露地 0.00 0.00 

イシ (果皮) イシ 0.00 0.00 

小夏(果肉) ハウス 12.40 4.07 0.202(0.020) 0.615 

ク(果皮) 。 7.90 3.84 0.316 0.651 

ヤマモモ(果肉) 26.40 14.93 0.095(0.009) 0.167(0.017) 

。 (種子) 0.46 15.30 5.433 0.163(0.114) 

スモモ(果肉) 14.10 50.40 0.177(0.018) 0.050(0.005) 

"，. (果皮) 85.20 27.68 0.029(0.004) 0.090(0.014) 

-36-



表2 ヒアルロニダーゼ担害活性(3 ) 

ヒアルロニダーゼ阻害率(%) IC5o(g/ml) 
類別 名 称 毘分

水拍出 アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

スモモ(稜子) 14.30 6.75 0.175(0.123) 0.370 

桃(果肉) 3.33 1.15 0.750 2.167 

ク(果皮) 9.12 20.20 0.274 0.124(0.019) 

クーアノf 0.30 8.333 

キャンベル(果肉) 9.20 0.77 0.272 3.245 

。 (果皮) 4.60 33.19 0.543 0.075(0.011) 

デラウェアー(果肉) 0.70 12.82 3.571 0.195(0.029) 

。 (果皮) 10.90 45.77 0.229(0.034) 0.055(0.008) 

ギンナン 1.60 26.13 1.563 0.096(0.041) 

新高梨(果肉) 48.15 0.00 0.052(0.006) 

。 (果皮) 28.80 2.00 0.087 (0. 013) 1.250 

ユズ(果肉) 72.31 34.19 0.035(0.004) 0.037(0.004) 

(果皮) 0.00 0.00 

。(袋) 2.37 8.66 1.055 0.289 

ク(種子) 0.00 1.03 2.429 

(果汁) 50.69 0.049 

。(果汁粕) 0.00 0.00 

文旦(果肉) 0.00 0.00 

(果皮) 5.46 8.26 0.458 0.303 

ポンカン(果肉) 0.00 0.00 

。 (果皮) 0.00 11.21 0.223(0.033) 

紫峰栗(果肉) 0.00 10.19 0.245(0.098) 

イ〉 (外皮÷渋皮) 46.18 99.8 0.054(0.032) 0.018(0.01l) 

丹沢栗(果肉) 1. 53 3.47 1.632 0.721 

イシ (外皮÷渋皮) 11.39 88.90 0.219(0.131) 0.028(0.017) 

茶 桑茶 45.80 6.67 0.005(0.005) 0.038(0.036) 

一番茶 14.50 100.90 0.018(0.017) 0.002(0.002) 

グァパ茶 77.80 100.00 0.003(0.003) 0.002(0.002) 

玉緑茶 15.40 100.80 0.016(0.015) 0.002(0.002) 

ギャバロン茶 19.10 99.50 0.013(0.012) 0.002(0.002) 

碁石茶 32.50 66.70 0.008(0.008) 0.007(0.007) 

社仲茶 25.10 27.00 0.010(0.010) 0.019(0.018) 

マテ茶 21.27 69.58 0.012(0.010) 0.004(0.004) 

山菜 ウド 2.70 2.23 0.926 1.119 

その他 乾燥アロエ 2.30 1. 70 0.109 (0. 098) 0.147(0.128) 

林産物 ブナシメジ 6.60 2.55 0.379(0.034) 0.981 

生椎茸 4.50 2.50 0.556 1.000 

エリンギ 3.50 0.42 0.714 6.000 

マッシュルーム 0.70 2.93 3.571 0.855 

マイタケ 6.60 1.20 0.379 2.083 

乾燥椎茸 0.76 1. 75 0.329 0.143(0.124) 

一一一一一
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表2 ヒアルロニダーゼ姐害活性(4) 

名 称、
ヒアルロニダーゼ阻害等(%) IC5o(g/ml) 

類別 底分
水抽出 アルコール抽出 水拙出 アルコール抽出

椎の実 8.00 15.42 0.3l3 0.162(0.103) 

水産物 天草 0.90 3.44 0.278 0.073(0.064) 

III海苔(仁淀川) 25.90 2.02 0.020(0.018) 0.124 

イシ (泊万十)11) 62.20 0.86 0.009(0.008) 0.289 

イシ (佐賀) 29.40 1. 73 0.018(0.016) 0.144 

ク (中国差) 85.70 1.10 0.002(0.002) 0.228 

ク (韓国産) 23.00 0.52 0.024(0.022) 0.485 

バイオ'77.

農産物 吟醸酒粕 13.70 18.30 0.182(0.091) 0.137(0.068) 

普通j蕗粕 12.40 7.90 0.202(0.101) 0.316 

醤油絵 2.65 3.10 0.944 0.808 

稲わら 0.78 0.323 

林産物 杉オガ屑 2.38 5.13 0.105 0.049(0.043) 

槍オガ屑 6.67 3.58 0.038(0.033) 0.070 (0. 061) 

天然槍樹皮 1.39 6.46 0.180(0.160) 0.039(0.035) 

檎樹皮 2.44 3.78 0.103(0.092) 0.066 

天然杉樹皮 0.99 2.69 0.252 0.093 

杉樹皮 1. 84 2.11 0.136 (0.121) 0.119 

ケヤキ樹皮 1.46 0.21 0.171 1.170 

ツガ樹皮 14.63 13.92 0.017(0.015) 0.018(0.016) 

桜樹皮 1.07 3.60 0.234 0.069 

松樹皮 1.46 0.63 0.171 0.394 

縦樹皮 3.22 0.09 0.078(0.070) 2.700 

イチョウ(薬緑) 0.00 0.86 2.892 

イ〉 (葉黄) 0.00 18.27 0.137(0.027) 

水産物 魚粉ミーjレ 1.60 1.04 0.156(0.136) 0.240 

務鉾残:宰 1. 90 0.00 1.316 

対照 柴朴湯 2.86 17.30 0.087 (0.082) 0.014(0.013) 

クロモフェロモン 94.40 0.0004 

点限i夜

対照に行った抗アレルギー薬として知られる漢方薬

の柴朴湯の水抽出では、 IC50は0.087g、アルコール抽

出では、 0.014gで、クロモフェロモン点眼液では、

0.0004gであった。試料の水抽出では、川海苔(中国

産)が最も強く、 IC50がO.OOlg/ml、ついで、茶類の

グァパ茶、桑茶、果実のユズ(果肉)、スモモ(果皮)

が強かった。)11海苔はその他、四万十川産、仁淀川産、

佐賀産にも活性がみられた。アルコール抽出試料では、

一番茶、グアパ茶、玉緑茶、ギ、ヤバロン茶が強く、そ

れぞれIC50が0.002gを示し、ついで、果実のヤマモ

モ(果肉)、ユズ(果肉)、紫峰粟(渋皮十外皮)、丹

沢栗(渋皮÷外皮)が強よい活性を示した。 IC50の値

が0.005g以下を強い試料、 0.006g-0.009gをやや強

い試料、 0.01O-0.019gとそれ以上の濃度でも阻害率

20%以上の阻害率を示したものを活性有りとして表3

に示した。

口凸nJ
 



抽出区分

水

表3 機能性を有する資源

(ヒアルロニダーゼ姐害活性)

活性|類|別| 名 称

強 い|農産物|竺 苧|空竺ι♂匂f土7)土土匂f三竺イ子?
果実類|ユズ(果j肉均刻)λ、スモモ(果皮)

水産物 |υJlIi海毎苔 I~中や菌産

やや強い|農 産 物I.!里雪竺平号雪二守一一 菩一一一不一T竺5一…但

有り

果 実 iヤマモモ(果肉)入、新高梨(果肉)λ、紫峰粟(渋皮+外皮)

茶 I碁石茶、杜仲茶、マテ茶

十:両弁:r :J:(I::!~::~::r両方2115::::::::::
ハウス小ナス、ハウスキュウリ、赤ピーマン、ジャンボピーマン、露地

ピーマン、露地オクラ、露地ミョウガ、スモモ(果肉)、ユズ果汁、JlI

海苔(仁淀川、佐賀)、一番茶、玉緑茶、栂樹皮

アルコール|強 い|農産物|果 実|スモモ(果肉)、ユズ(果肉)、紫慨(渋皮÷外皮)、丹沢薬(渋皮÷

外皮)

茶 |グァパ茶、一番茶、玉緑茶、ギヤバロン茶、マテ茶

やや強い|農産物|竺…引三TffZご一汗竺

有り

3. 2.抗変異原性

茶 i桑茶、碁石茶

ハウストマト、ジャンボピーマン、大葉(ロック、土耕)、紫黒米(糠)、

メロン(種子)、ヤマモモ(果肉)、スモモ(果肉)、桃(果皮)、キャン

ベル(果皮)、ギンナン、社仲茶、ツガ樹皮、イチョウ(黄葉)

Sal. typhimurium T A 98株を用いた系での各試料の

Trp-P-2に対する抗変異原活性を検討した結果を表4

に示した。

表4 抗変異原性(1)

抗変異原率(%) ICso(用量g/フ。レート)
類別 名 称 区分

アルコール抽出水抽出 アルコール抽出 水抽出

農産物

果菜類 長なす ノ、ウス 1. 76 21.90 1.424 0.114(0.007) 

春鈴ナス ク 25.27 22.40 0.099(0.006) 0.112(0.007) 

米ナス 雨よけ 85.20 24.50 0.029 (0. 002) 0.102(0.006) 

普通ナス 露地 66.20 32.20 0.019(0.001) 0.078(0.005) 

イシ ノ、ウス 90.80 40.60 0.028(0.002) 0.062(0.004) 

ィ、ナス 露地 60.22 44.80 0.042(0.003) 0.056(0.003) 

キュウリ ノ、ウス 45.53 30.20 0.055(0.003) 0.083(0.004) 

。 露地 0.00 13.80 0.181 (0.009) 

トマト ノ、ウス 45.06 19.10 0.055(0.003) 0.131(0.007) 

イシ 雨よけ 31.23 33.80 0.080(0.004) 0.074(0.004) 

ミニトマト ハウス 17.33 41.30 0.144(0.007) 0.061 (0.003) 

イシ 雨よけ 56.79 20.50 0.044(0.002) 0.122(0.01l) 

赤ピーマン ハウス 38.72 23.00 0.065 (0. 005) 0.109(0.008) 

ジャンボピーマン 。 20.21 18.90 0.124 (0.009) 0.132(0.009) 

)内数値は乾物量換算値(食品成分表、 1999、女子栄養大学出版より)
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表4 抗変異原性(2) 

称、 区分
抗変異原率(%) IC5o(用量g/フ。レート)

類 glj 名
水抽出 アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

ピーマン ノ、ウス 0.00 48.00 0.052(0.004) 

。 露地 0.00 35.20 0.071 (0.005) 

シシトウ ハウス 2.60 46.10 0.950 0.054(0.005) 

イシ 露地 26.00 46.70 0.096(0.009) 0.054(0.005) 

オクラ 。 0.00 38.40 0.065(0.007) 

メロン(果肉) ハウス 80.52 31.00 0.031(0.004) 0.081(0.011) 

ク (果皮) 79.69 27.20 0.031(0.005) 0.092(0.014) 

。(種子) 22.29 25.30 0.112(0.078) 0.099(0.069) 

スイカ(果肉) ハウス 40.50 13.10 0.062(0.006) 0.191(0.019) 

イシ (果皮) 15.31 0.00 0.163(0.024) 

イシ (稜子) 45.23 74.20 0.055(0.039) 0.034(0.024) 

葉菜類 イチゴ ハウス 41.20 51.50 0.061(0.006) 0.049(0.005) 

春菊 イシ 0.26 44.30 9.750 0.056(0.005) 

ほうれん草 ィシ 43.95 38.30 0.057(0.006) 0.065(0.007) 

ニフ 。 49.59 38.50 0.050(0.004) 0.065(0.005) 

ヤッコネギ 。 21.53 27.40 0.116(0.010) 0.091(0.008) 

大業 ロック 77.50 98.50 0.032(0.003) 0.025(0.003) 

イ〉 土耕 70.40 84.60 0.036(0.004) 0.030(0.003) 

根菜類 ミョウガ ロック 63.10 38.10 0.040(0.004) 0.066(0.004) 

イシ 土耕 68.60 21. 90 0.036(0.004) 0.114(0.007) 

イシ 露地 88.20 21.20 0.029(0.003) 0.236(0.014) 

ショウガ 。 98.81 37.30 0.025(0.002) 0.067(0.006) 

ク (中国産) 77.70 44.20 0.032(0.003) 0.057(0.005) 

ラッキョウ 27.59 0.00 0.091(0.013) 

立類 スジナシインゲPン ハウス 37.69 34.40 0.066(0.007) 0.073(0.007) 

アキ立 イ少 14.84 27.90 0.168(0.042) 0.090(0.023) 

穀類 サツマイモ 39.57 0.00 0.063(0.020) 

里芋 0.00 0.00 

紫黒米(精米) 0.00 0.00 

。(糠) 41.90 13.60 0.012(0.010) 0.037 

赤米(精白米) 0.00 0.80 0.641 

(糠) 7.70 9.80 0.065(0.057) 0.051 

玄米粉(熔煎) 0.00 5.70 0.087 

果実類 ピワ(果肉) 45.57 41.40 0.055(0.007) 0.060(0.008) 

ク(果皮) 59.86 40.30 0.042(0.006) 0.062(0.009) 

(種子) 41.58 20.20 0.060(0.042) 0.124(0.087) 

ミカン(果肉) ハウス 93.54 17.10 0.027(0.004) 0.146(0.015) 

。(果皮) 96.50 42.70 0.026(0.004) 0.059(0.009) 

。(果肉) 露地 23.50 32.20 0.106(0.011) 0.078(0.008) 

ぞ少 (果皮) 33.50 30.70 0.075(0.011) 0.082(0.012) 

小夏(果肉) ハウス 81.10 16.20 0.031(0.003) 0.154(0.015) 
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表4 抗変異原性(3 ) 

類別 名 称、 涯分
抗変異原率(%) IC5o(用量g/フ。レート)

水抽出 アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

小夏(果皮) 94.8 58.00 0.026(0.004) 0.043(0.006) 

ヤマモモ(果肉) 65.99 57.40 0.038(0.004) 0.044(0.004) 

。 (種子) 39.15 99.40 0.064 (0.045)" 0.025(0.018) 

スモモ(果肉) 10.25 41.60 0.244(0.024) 0.060(0.008) 

イシ (果皮) 74.91 29.90 0.033(0.005) 0.084(0.013) 

ク (種子) 46.40 31.70 0.054(0.038) 0.079(0.055) 

桃(果肉) 0.00 0.00 

。(果皮) 0.00 66.00 0.038(0.006) 

グアノt 0.00 

キャンベル(果肉) 0.00 52.30 0.048(0.008) 

ペシ (果皮) 0.68 53.20 3.651 0.047(0.007) 

デラウェアー(果肉) 1. 70 37.40 1.471 0.067(0.011) 

ぞ〉 (果皮) 56.98 45.90 0.044 (0. 007) 0.054(0.008) 

ギンナン 83.00 7.30 0.030 (0. 013) 0.344 

新高梨(果肉) 11.11 9.00 0.225(0.023) 0.279 

。 (果皮) 17.80 33.80 0.140(0.021) 0.074(0.01l) 

ユズ(果肉) 66.50 34.60 0.037(0.004) 0.072(0.007) 

。(果皮) 42.43 39.40 0.059(0.009) 0.063(0.009) 

(袋) 0.00 35.70 0.070(0.014) 

。(種子) 71. 73 43.00 0.035(0.025) 0.058(0.041) 

イシ (果汁) 0.00 

(果汁粕) 56.70 8.20 0.044(0.022) 0.304 

文旦(果肉) 0.00 39.50 0.063(0.008) 

(果皮) 34.60 37.50 0.072(0.01l) 0.066(0.010) 

ポンカン(来肉) 20.20 0.00 0.124(0.024) 

イシ (果皮) 63.40 57.40 0.039(0.006) 0.044(0.007) 

紫峰粟(果肉) 42.06 16.90 0.059(0.024) 0.149 

。 (外皮+渋皮) 40.78 67.90 0.061(0.037) 0.037(0.022) 

丹沢菜(采肉) 4.70 10.40 0.531 0.240 

ぞ〉 (外皮+渋j支) 72.63 42.80 0.034(0.020) 0.058(0.035) 

茶 桑茶 69.22 99.50 0.007(0.007) 0.005(0.005) 

一番茶 88.93 100.30 0.006(0.006) 0.005(0.005) 

グァパ茶 100.50 100.50 0.005(0.005) 0.005(0.005) 

玉緑茶 98.20 100.10 0.005(0.005) 0.005(0.005) 

ギャバロン茶 99.20 99.50 0.005(0.005) 0.005(0.005) 

碁石茶 98.50 99.90 0.005(0.005) 0.005(0.005) 

杜f中茶 48.50 99.20 0.010(0.010) 0.005(0.005) 

マテ茶 74.04 80.90 0.007(0.007) 0.006(0.006) 

山菜 ウド 3.56 21.90 0.703 0.1l4(0.006) 

その他 乾燥アロエ 10.06 99.00 0.050(0.044) 0.005(0.004) 

林産物 ブナシメジ 23.35 15.80 0.107(0.010) 0.159(0.014) 
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表4 抗変異原性 (4) 

類別 名
抗変異原率(%) IC5o(用量g/フ。レート)

称、 区分
水抽出

生椎茸 8.72 

エリンギ 23.20 

マッシュルーム 20.41 

マイタケ 40.94 

乾燥椎茸 7.49 

椎の実 82.00 

水産物 天草 16.43 

川海苔(仁淀川) 0.00 

。(四万十JlJ) 3.36 

。(佐賀) 0.00 

ク (中国差) 10.53 

イシ (韓国産) 0.00 

バイオマス

農産物 吟醸酒粕 58.00 

普通酒粕 25.20 

醤油粕 52.86 

稲わら

林産物 杉オガ屑 0.00 

治オガ屑 0.00 

天然檎樹皮 0.00 

檎樹皮 59.30 

天然杉樹皮 0.00 

杉樹皮 0.00 

ケヤキ樹皮 0.00 

ツガ樹皮 70.20 

桜樹皮 0.00 

松樹皮 0.00 

後樹皮 26.20 

イチョウ(葉線) 6.01 

。， (葉黄) 93.00 

水産物 魚粉ミール 3.98 

蒲鉾残i宰 0.00 

試料の抗変異原活性は全く示さないものからほぼ完

全に変異を抑制 (Trp-P-2を加えない場合のコロニー

数と同等)するものまであった。試料開の強さの比較

を行うため、乾物換算し、抗変異原率50%を示すとき

アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

26.00 0.287(0.026) 0.096(0.009) 

35.10 0.108 (0. 010) 0.071(0.006) 

28.00 0.123(0.01l) 0.089(0.008) 

25.10 0.061(0.005) 0.100(0.009) 

0.00 0.067(0.058) 

99.60 0.020(0.013) 0.017(0.01l) 

0.00 0.030(0.026) 

82.90 0.006(0.006) 

86.50 0.148 0.006(0.006) 

73.10 0.007(0.006) 

71.10 0.048 0.007(0.007) 

73.80 0.007(0.007) 

24.80 0.043(0.022) 0.101(0.051) 

54.50 0.099(0.050) 0.046(0.023) 

60.40 0.047(0.024) 0.041 (0.021) 

50.20 0.010 (0.009) 

36.80 0.014(0.011) 

54.40 0.009(0.008) 

63.00 0.008(0.007) 

58.70 0.008(0.007) 0.009(0.008) 

64.00 0.008(0.007) 

53.60 0.009(0.008) 

18.20 0.028(0.025) 

45.60 0.007(0.006) 0.01l(0.010) 

39.10 0.013(0.012) 

33.60 0.015(0.013) 

35.40 0.019(0.017) 0.014(0.012) 

36.30 0.416 0.069(0.014) 

30.40 0.027(0.005) 0.082(0.016) 

37.60 0.126 0.013(0.012) 

38.90 0.064(0.013) 

の乾物重量/プレートが、 O.001g-0. 005gまでを強

い、 O.006g-0. 009gまでをやや強い、 0.01g-0.020g

までとそれ以上でも抗変異原率25%以上を示した試料

を活性有りとして表5に示した。
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抽出IK分
水

表5 機能性を有する資源(1 ) 

(抗変異原性)

活性|類 I 55U I 名 称

強 い|農産物|野 菜|雨よけ米ナス、普通ナス(ハウス、露地)、小ナス(露地)、ハウスキ

来 実

茶
4・---.-ーーー -ーー白白骨骨帽押

林 産物
M骨柑州場骨'ーーーーーーーー ...輔骨肉僧暢押司匹

バイオマス 林産物
ー.-蜘ゆ帽帽鴨ー -.-------値帽司

やや強い i農産物 野 菜

ーー値曲仲...

来 実
輸“ー凶柑押..ー

茶

バイオマス|林産物

有

ュウリ、トマト(ハウス、雨よけ)、調よけミニトマト、赤ピーマン、

ハウスニラ、ハウスメロン(果肉、果皮)、大業(ロック、土耕)、ミョ

ウガ(ロック、土耕、露地)、ショウガ(露地)、ショウガ(中国産)、

ハウスミカン(果肉、果皮)、ハウス小夏(果肉、果皮)、ヤマモモ(果

肉)、スモモ(果皮)、ユズ(果肉)

グアパ茶、ギヤバロン茶、玉緑茶、碁石茶

マイタケ

イチョウ(黄葉)

ハウス春鈴ナス、ハウスミニトマト、ジャンボピーマン、露地シシトウ、

ハウスほうれん革、ハウススイカ(果肉)、イチゴ

ピワ(果肉、果皮)、デラウェアー(果皮)、ユズ(果皮)、ポンカン(果皮)

桑茶、一番茶、マテ茶

檎樹皮、ツガ樹皮

ヤッコネギ、ラッキョウ、サツマイモ、スイカ(種子)、紫黒米(糠)、

ピワ(稜子)、露地ミカン(果肉、果皮)、ヤマモモ(種子)、スモモ(稜

子)、ユズ(種子)、ギンナン、、ユズ果汁粉、文旦(果皮)、ポンカン(果

i如、 紫峰粟(果肉、外皮十渋皮)、丹沢栗(外皮十渋皮)、 社仲茶、

ブナシメジ、マッシュルーム、樵の突、吟醸粕、普通j頭粕、議補粕、縦

:wt皮
アルコール|強 い|農産物|野 菜|雨よけ米ナス、普通ナス(ハウス、露地)、露地小ナス、ハウスキュウリ、

雨よけトマト、ハウスミニトマト、ピーマン(ハウス、露地)、シシト

ウ(ハウス、露地)、ハウス春菊、ハウスニラ、大葉(ロッ夕、ニt耕)

ミョウガ(ロック)、ショウガ(中関産)

果 実 lヤマモモ(果肉)、

茶 i桑茶、一番茶、グァパ茶、ギ、ヤバロン茶、玉緑茶、碁石茶、杜仲茶
その他|乾燥アロエ

林産物椎の実

やや強い|農産物|野 菜|ハウス長なす、ハウス春鈴ナス、露地キュウリ、ハウストマト、赤ピー

有り

マン、ジャンボピーマン、露地オクラ、ハウスほうれん車、ハウスヤッ

コネギ、ミョウガ(土耕)、ショウガ(露地)、スジナシインゲン

果 実|ビワ(果肉、果皮)、ハウスミカン(果皮)、露地ミカン(果肉)、小夏(果

皮)、スモモ(果肉)、桃(果皮)、キャンベル(果肉、果皮)、デラウェ

アー(果皮)、ユズ(采肉、果皮)、文旦(果肉)、ポンカン(来皮)、

茶 iマテ茶

山 菜|ウド

林産物 1~主椎茸、マッシュルーム、マイタケ、 エリンギ

水産物 1111海苔|仁淀川、四万十111、佐賀、中国、韓国

バイオマス|農産物 i稲わら

林産物|檎オガ屑、天然檎樹皮、槍樹皮、天然杉樹皮、杉樹皮

雨よけミニトマト、メロン(果肉、果皮)、スイカ(果肉、種子)、露地

ミョウガ、アキ豆、ハウスミカン(果肉)、露地ミカン(果皮)、小夏(果

肉)、ヤマモモ(種子)、スモモ(果皮、稜子)、デラウェアー(果肉)、

新高梨(果皮)、ユズ(袋、種子)、文旦(果皮)、紫蜂栗(外皮+渋皮)、

丹沢菜(外皮+渋皮)、 プナシメジ、普通酒粕、吟醸粕、醤油粕、 杉

オガ屑、ツガ樹皮、松樹皮、桜樹皮、縦樹皮、イチョウ(総菜、黄葉)、

魚粉ミール、蒲鉾残浮
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水抽出では、米ナスなど野菜類は20点、果実はハウ

スミカンなど8点、グァパ茶など茶類が4点、その他

キノコ類のマイタケ、バイオマスのイチョウの葉(黄

色)の合計34点が強い活性と判定された。やや強いと

判定された試料が17点、活性有りとされた試料が28点

あった。

アルコール試料では、普通ナス(ハウス、露地)な

ど野菜類は17点、果実はヤマモモ(果肉) 1点、茶類

は桑茶など7点、その他、乾燥アロエ、林産物の椎の

実の合計27点が強い活性とされ、やや強いとされた試

料は、ハウス長なすなど野菜類が12点、ピワ(果肉、

果実)など果実が13点、茶類はマテ茶 1点、その他山

菜のウド、マイタケなどキノコ類が4点、 111海苔が5

点、バイオマスでは、農産物の稲わら、林産物の槍オ

ガ屑、天然槍樹皮など樹皮類が4点、合計41点あったO

また、活性有りと判定された試料が33点あった。

3. 3. リパーゼ組害活性

リバーゼの臨害活性の測定に際し、アルコール抽出

試料はそのまま使用したが、これは、 トリオレインを

基質(1 ml)、O.lMMaClvaIn緩衝液(7ml)、リバーゼ

酵素溶液(1 ml)に80%アルコール(1 ml)を加えた酵

素反応においては、 80%アルコールの代わりに蒸留水

を加えた場合と生成した脂肪酸のO.lNNaOHの滴定値

に差が認められなかったことを確認したことによる。

測定した結果の阻答率及びIC50(g/ml)を表6に示し

た。

表6 リパーゼ阻害活性(1 ) 

類別 名 称 区分
リバーゼ阻害率(%) ICso (g/ml) 

水抽出 アルコール拍出 水抽出 アルコール抽出

農産物

果菜類 長なす /、ウス 11.80 34.50 0.106(0.006) 0.036(0.002) 

春鈴ナス 。 11.80 0.00 0.106(0.006) 

米ナス 雨よけ 15.00 0.00 0.083(0.005) 

普通ナス 露地 50.00 14.30 0.025(0.002) 0.087(0.005) 

ク ハウス 0.00 13.50 0.093(0.006) 

小ナス 露地 30.00 4.80 0.042(0.003) 0.263(0.016) 

キュウリ ハウス 22.00 9.10 0.056(0.003) 0.137(0.007) 

イシ 露地 60.00 13.10 0.021(0.001) 0.096(0.005) 

トマト ノ、ウス 11.10 0.00 0.113(0.006) 

ク 雨よけ 35.00 14.30 0.036(0.002) 0.087(0.004) 

ミニトマト ハウス 5.90 0.00 0.212(0.011) 

ペシ 雨よけ 5.00 18.60 0.250(0.013) 0.067(0.003) 

赤ピーマン ノ、ウス 41.20 31.00 0.030(0.002) 0.040(0.003) 

ジャンボピーマン 。 17.60 31.00 0.071(0.005) 0.040(0.003) 

ピーマン ク 15.40 26.50 0.081(0.006) 0.047(0.003) 

4シ 露地 17.60 19.10 0.071(0.005) 0.066(0.005) 

シシトウ ハウス 19.10 29.70 0.066(0.006) 0.042(0.004) 

イシ 露地 35.00 28.60 0.036(0.003) 0.044(0.004) 

オクラ イシ 0.00 7.20 0.175(0.019) 

メロン(果肉) ノ、ウス 0.00 0.00 

。 (果皮) 0.00 15.80 0.079(0.012) 

ク (種子) 0.00 39.10 0.032(0.022) 

スイカ(果肉) ノ、ウス 29.40 0.00 0.043(0.004) 

ク (果皮) 35.30 0.00 0.035(0.005) 

イシ (種子) 5.90 0.00 0.212(0.148) 

)内数値は乾物量換算値(食品成分表、 1999、女子栄養大学出版より)
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表 6 1)パーゼ隠害活性(2)

類別 名 称 区分
リバーゼ問答率(%) lC50 (g/ml) 

水:jlH出 アルコール抽出 水抽出 アルコールt白出

イチゴ /、ウス 0.00 30.90 0.040(0.004) 

葉菜類 泰菊 。 0.00 23.80 0.053(0.005) 

ほうれん草 。 5.90 33.30 0.212(0.021) 0.038(0.004) 

ニフ イシ 17.60 26.10 0.071(0.005) 0.048(0.003) 

ヤッコネギ 。 29.40 31.00 0.043(0.004) 0.040(0.004) 

大葉 ロック 0.00 54.30 0.023(0.002) 

ペシ 土耕 0.00 41.20 0.030(0.003) 

根菜類 ミョウガ ロック 11.80 16.90 0.106(0.006) 0.074(0.004) 

。 土耕 11.80 54.50 0.106(0.006) 0.023(0.002) 

イシ 露地 5.00 21. 50 0.250(0.015) 0.058(0.003) 

ショウガ 。 0.00 26.00 0.048(0.004) 

。 (中国産) 0.00 44.60 0.028(0.003) 

ラッキョウ 49.40 10.40 0.025(0.004) 0.121(0.017) 

豆類 スジナシインゲン ハウス 23.50 4.60 0.053(0.005) 0.269 

アキ豆 イシ 11.80 0.00 0.106(0.027) 

穀類 サツマイモ 45.30 34.30 0.028(0.009) 0.036(0.012) 

里芋 0.00 9.40 0.133 

紫黒米(精米) 0.00 2.70 0.046 

。 (糠) 0.00 3.30 0.038 

赤米(精白米) 0.00 2.50 0.050 

(糠) 0.00 6.40 0.020 

玄米粉(矯煎) 6.50 3.80 0.019(0.017) 0.033 

果実類 ピワ(果肉) 48.60 18.20 0.026(0.003) 0.069(0.007) 

(果皮) 55.00 19.00 0.023(0.003) 0.066(0.010) 

。(種子) 22.90 17.40 0.055(0.039) 0.072(0.050) 

ミカン(果肉) ハウス 0.00 26.10 0.048(0.005) 

イ少 (果皮) 0.00 0.00 

ク (果肉) 露地 5.10 19.70 0.247 0.064(0.006) 

イシ (果皮) 0.00 14.70 0.085(0.009) 

小夏(果肉) ハウス 0.00 0.00 

ク(果皮) 0.00 0.00 

ヤマモモ(果肉) 29.70 35.10 0.042(0.004) 0.036(0.004) 

イシ (種子) 17.50 81.80 0.072(0.050) 0.015(0.011) 

スモモ(果肉) 26.60 40.90 0.047(0.005) 0.031(0.003) 

。 (果皮) 56.70 18.60 0.022(0.003) 0.067(0.010) 

。 (稜子) 33.30 9.10 0.038(0.027) 0.137(0.100) 

桃(果肉) 0.00 0.00 

。(果皮) 16.70 62.00 0.075(0.011) 0.020(0.003) 

グァパ 28.20 0.044(0.006) 

キャンベル(果肉) 55.00 45.70 0.023(0.004) 0.027(0.004) 

イシ (果皮) 0.00 43.00 0.029(0.004) 
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表 6 1)パーゼ盟害活性 (3) 

類別 名 称
リバーゼi迫害率(%) IC50 (g/ml) 

区分
水抽出 アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

デラウェアー(果肉) 15.00 14.50 0.083(0.012) 0.086(0.014) 

ク (巣皮) 5.00 38.40 0.250 0.033(0.005) 

ギ‘ンナン 0.00 52.20 0.024(0.010) 

新高梨(果肉) 29.70 12.80 0.042(0.004) 0.098(0.010) 

ク (果皮) 6.40 27.80 0.196(0.020) 0.045(0.007) 

ユズ(果肉) 0.00 100.80 0.012(0.001) 

。(果皮) 0.00 5.20 0.240(0.004) 

。(袋) 0.00 1. 70 0.742(0.185) 

ク(種子) 0.00 26.30 0.047(0.033) 

ク(果汁) 0.00 

ク(果汁粕) 0.00 18.60 0.067(0.034) 

文s.(果肉) 0.00 8.20 0.153(0.015) 

。(果皮) 3.60 0.00 0.351 

ポンカン(果肉) 0.00 21.80 0.057(0.006) 

イシ (来皮) 0.00 24.70 0.051(0.008) 

紫降菜(果肉) 0.00 0.00 

。 (外皮+渋皮) 36.80 56.10 0.034(0.020) 0.022(0.013) 

丹沢菜(果肉) 0.00 13.20 0.095(0.038) 

イン (外皮十渋皮) 41.40 41.30 0.030(0.012) 0.030(0.018) 

令/←ミ 桑茶 13.10 31.20 0.010(0.010) 0.004(0.004) 

一番茶 26.30 31.0。 0.005(0.005) 0.004(0.004) 

グァパ茶 47.10 50.00 0.003(0.003) 0.003(0.003) 

玉緑茶 5.90 41.30 0.021(0.020) 0.003(0.003) 

ギャバロン茶 23.50 33.40 0.005(0.005) 0.004(0.004) 

碁石茶 30.00 30.50 0.004(0.004) 0.004(0.004) 

杜仲茶 60.00 37.00 0.002(0.002) 0.003(0.003) 

マテ茶 0.00 0.00 

(対照) 減肥茶 5.63 8.30 0.023(0.022) 0.150(0.143) 

山菜 ウド 0.00 0.00 

その他 乾燥アロエ 16.30 19.60 0.008(0.008) 0.006(0.006) 

林産物 ブナシメジ 0.00 0.00 

~椎茸 0.00 0.00 

エリンギ 0.00 16.10 0.078(0.008) 

マッシュルーム 0.00 0.00 

マイタケ 3.70 9.10 0.338 0.137(0.014) 

乾燥樵茸 2.40 15.10 0.053 0.008(0.007) 

椎の実 3.80 52.10 0.333 0.024(0.015) 

水産物 天草 0.00 6.40 0.020(0.018) 

JlI海苔(仁淀川) 7.90 5.20 0.016 0.024(0.022) 

イシ (四万十JlI) 0.00 4.00 0.032 

イシ (佐賀) 2.00 8.80 0.063 0.014(0.013) 
L一一一一一…
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表6 リバーゼ随害活性(4 ) 

リバーゼ阻害率(%) IC50 (g/ml) 
類別 名 称 区分

7](抽出

}ll海苔(中国差) 9.10 

。(韓国産) 0.00 

バイオマス

農産物 吟醸酒粕 35.30 

普通酒粕 47.10 

醤油粕 0.00 

稲わら

林産物 杉オガ屑 22.00 

檎オガ屑 17.20 

天然檎樹皮 6.90 

檎樹皮 3.40 

天然杉樹皮 8.60 

杉樹皮 21.90 

ケヤキ樹皮 4.00 

ツガ樹皮 17.20 

桜樹皮 4.60 

松樹皮 4.40 

縦樹皮 0.00 

イチョウ(葉緑) 0.00 

イシ (葉黄) 0.00 

水産物 魚粉ミール 5.30 

蒲鉾残i宰 5.90 

リバーゼ担害の高い活性を有する試料は少なかった

が、阻害活性50%を示す反応液 1ml中の乾物換算重

量がO.OOlg-O.005gを活性強いとし、 O.006g-

O.009gをやや強いとし、また、 O.010g-0.019gを活

性有りとし表7に示した。

水抽出では、雨よけ米ナスなど野菜が16点、果実

はどワ(果肉、果皮)など7点、茶類は一番茶など5

点、バイオマスでは、杉のオガ満、杉樹皮の 2点、合

計27点が強いと判定された。やや強い試料は、ハウス

アルコール抽出 水抽出 アルコール抽出

3.80 0.014 0.033 

1. 70 0.073 

28.60 0.035(0.018) 0.044(0.022) 

38.10 0.027(0.014) 0.033(0.017) 

10.40 0.121 

6.50 0.019(0.017) 

15.90 0.006(0.005) 0.008(0.007) 

15.90 0.007(0.006) 0.008(0.007) 

20.60 0.018(0.016) 0.006(0.005) 

14.20 0.037 0.009(0.008) 

19.50 0.015(0.013) 0.006(0.005) 

21. 70 0.006(0.005) 0.006(0.005) 

11.00 0.031 0.011(0.010) 

20.00 0.007(0.006) 0.006(0.005) 

11. 20 0.027 0.011(0.010) 

12.50 0.028 0.010(0.009) 

10.50 0.012(0.011) 

18.80 0.066(0.013) 

62.50 0.020(0.004) 

11.40 0.024(0.022) 0.011(0.010) 

17.20 0.021(0.006) 0.096(0.029) 

長なすなど野菜が7点、その他、サツマイモ、グァパ、

乾燥アロエ、バイオマスの検オガ屑、栂樹皮、蒲鉾残

i宰合計13点で、活性有りは、ミニトマトなど14点あっ

た。

アルコール抽出では、強いは、ハウス長なすなど野

菜が22点、果実がハウスミカン(果肉)など8点、茶

類が桑茶など7点、バイオマスの杉オガ屑など4点合

計41点あった。活性有りは、露地小ナスなど30点であ

った。
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表7 機能性を有する資源(1 ) 

(リバーゼ|混寄i言性)

抽出区分 i活性|類 I 5j1j I 名 称

水 (強 いi農産物|野 菜|雨よけ米ナス、露地普通ナス、露地小ナス、キュウリ(露地、ハウス)、

雨よけトマト、赤ピーマン、ジャンボピーマン、露地ピーマン、露地シ

シトウ、ハウスニラ、ハウスヤッコネギ、ハウススイカ(果肉、来皮)、

ラッキョウ、スジナシインゲン

果 実|ピワ(来肉、果皮)、ヤマモモ(果肉)、スモモ(果肉、果皮)、キャン

ベル(果肉)、新高梨(果肉)

茶 |一番茶、グァパ茶、ギャバロン茶、碁石茶、杜仲茶

バイオマス|林産物|杉オガ屑、杉樹皮

やや強い|農産物|野 菜 iハウス長なす、ハウス春鈴ナス、ハウストマト、ハウスピーマン、ハウ

企来又n. ま員
dド帯情..骨骨骨骨骨骨.甲骨

来 実
ーーーーー自由凶ー・..告白

そ の他
..値ー..凶幽怯白幽・..ー

バイオマス!林産物
歯固・----値圃‘ー・..峰骨

水 産物

有り

スシシトウ、ミョウガ(ロック、土耕)
ー-ーーーーーーー-ーー由・...蜘曽 M・ーー-ー.._---ーーーーー...蜘，仲暢柑働暢..ゅ a桐桶判例骨・..伺

サツマイモ
..明司『匹..陣匹司..

グァパ
ー・..値ー幽.跡・..

乾燥アロエ
世骨盤値齢世掛...‘炉停頓幹..降骨-----帽仲

檎オガ屑、栂樹皮
ー...値ー・b・・..酔岨叫怯

蒲鉾残淳

ミニトマト(ハウス、雨よけ)、露地ミョウガ、玄米粉(，~音煎)、スモモ

(種子)、桃(果皮)、デラウェアー(果肉)、紫峰粟(外皮+渋皮)、丹

沢栗(外皮+渋皮)、玉緑茶、吟醸酒粕、普通酒粕、天然檎樹皮、天然

杉樹皮

アルコール i強 い i農産物|聖子 菜|ハウス長なす、露地普通ナス、露地キュウリ、雨よけトマト、赤ピーマ

果 実

ー，ー・ーーーーーーー.

茶

バイオマス 林産物
----ーーーー-ーーーー ーーーーー・e曲曲曲 d町、b岨曽怖咽

やや強い|農産物 野 菜
-ーーー司・

果 実

ーーーーーー..ーー・・ 4凶

そ の他
骨骨骨骨骨骨帽'甲骨..

林 産物

バイオマス|林産物

有 り

ン、ジャンボピーマン、ピーマン(露地、ハウス)、シシトウ(露地、

ハウス)、ハウス春菊、ハウスほうれん革、ハウスニラ、ハウスヤッコ

ネギ、大葉(ロック、土耕)、ミョウガ(ロック、土耕、露地)、露地シ

ョウガ、中国産ショウガ、ハウスイチゴ

ハウスミカン(果肉)、ヤマモモ(果肉)、桃(果皮)、キャンベル(果肉、

果皮)デラウェアー(果皮)、 ユズ(果肉、果皮)

桑茶、一番茶、グアパ茶、玉緑茶、社f中茶、ギャバロン茶、碁石茶

天然桧樹皮、杉樹皮、栂樹皮、イチョウ(黄葉)

ハウス普通ナス、ハウスキュウリ、

ピワ(果肉)、露地ミカン(果肉)、新高梨(果皮)、ポンカン(果肉、

果皮)

乾燥アロエ

エリンギ、乾燥椎茸

杉オガ屑、槍オガj湾、檎樹皮、松樹皮、

露地小ナス、露地オクラ、メロン(果皮、稜子)、ラッキョウ、サツマ

イモ、ピワ(果皮)、露地ミカン(果皮)、ヤマモモ(種子)、スモモ(果

皮)、デラウェアー(果肉)、ギンナン、新高梨(果肉)、ユズ(種子)、

ユズ果汁粕、文旦(果肉)、紫峰粟(外皮+渋皮)、丹沢栗(外皮+渋皮)、

マイタケ、樵の実、天主主、吟穣酒粕、普通酒粕、稲わら、ケヤキ樹皮、

桜樹皮、縦樹皮、イチョウ(緑葉)、魚、粉ミール、蒲鉾残浮

48 



以上より、ヒアルロニダーゼ阻害(抗アレルギー性)、

抗変異原性(発ガン予防)、リバーゼ阻害(肥満、糖

尿病等の予防)活性を持つ多くの資源を検索すること

ができた。

今後、各機能成分を分離、精製し、食品素材化する

こと、さらに、IrγVitroの方法で生体調節機能を有す

ることを実証することが課題である。

4. まとめ

高知県の特産資源のうち、農産物食品目点、林産物

食品7点、水産物食品6点、バイオマス19点の試料の

機能性(ヒアルロニダーゼ阻害活性、抗変異原性、リ

バーゼ阻害活性)を調べた。

1)ヒアルロニダーゼ、阻害活性では、茶類(桑茶、グ

ァバ茶、一番茶、玉緑茶、ギヤバロン茶、マテ茶

など)やユズ、スモモ、紫峰粟や丹沢栗の(外皮

十渋皮)などの果実、 111海苔(中国産)に強い活

性があった。また、米ナス(ハウス)、トマト(ハ

ウス)、ミニトマト(ハウス)などの野菜、ヤマ

モモ、新高梨、デラウェアー(果皮)、 I11海菩(四

万十川麗)にやや強い活性がみられた。

2 )米なす、トマト、キュウリ、ショウガ、ミョウガ

など15種類の野菜、ハウスミカン、ヤマモモ、小

夏、ユズなどの果実、グァパ茶、ギヤバロン茶、

玉緑茶、碁石茶、桑茶、一番茶、杜仲茶などの茶

類、その他乾燥アロエ、椎の実、イチョウ(黄葉)

などに強い拭変異原性が認められた。

3 )リバーゼ闇害活性では、ユズ(果肉)に強い活性

が、露地の普通ナス、露地のキュウ 1)、ハウス赤

ピーマン、ラッキヨウ、ピワ、グァパ茶、社仲茶、

イチョウ(黄葉)に比較的強い活性がみられた0

4)以上のとおり、抗アレルギー性、発ガン予防、肥

満、糖尿病等の予防に有効と推定される多くの資

源を検索することができた。
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